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診療所における病床設置に係る手続きの一部改正について 

 

１ 現在の取扱い 

 （１）  分娩を取り扱う診療所 

     分娩を取り扱う有床診療所を新規に開設又は増床する場合、周産期医療に必要な診療所に該当するものとして届出による病床

設置を可能とする。（その旨医療計画に記載） 

 

（２） 地域包括ケアシステム構築のために必要な診療所又は地域において良質かつ適切な医療が提供されるために必要な診療所 

     病床設置が届出により可能となる有床診療所として適当か否かについては、医療計画部会で個別に審議。 

      また、医療計画部会において、「地域における医療需要を踏まえ必要とされる診療所」であること等を確認する必要があるとさ

れた場合は、各構想区域の「地域医療構想調整会議」の意見を聴くこととする。 

 

２ 今後の取扱い（案） 

  「地域医療構想を踏まえた地域包括ケアシステムの構築のための有床診療所の在り方について」（厚生労働省通知）の内容を踏まえ、

以下のとおりとする。 

 （１） 分娩を取り扱う診療所 

   分娩を取り扱う有床診療所を新規に開設又は増床する場合においては、引き続き、届出による病床設置を可能とする取扱いとす 

   るが、予め、地域医療構想調整会議の協議を経るものとする。（地域医療構想調整会議での合意が得られた場合は、医療計画部会に 

おける審議は不要） 

    

（２） 地域包括ケアシステム構築のために必要な診療所又は地域において良質かつ適切な医療が提供されるために必要な診療所 

   病床設置が届出により可能となる有床診療所として適当か否かについては、地域医療構想調整会議の協議を経た上で、医療計画

部会で個別に審議する。
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